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は
行
動
制
限
等
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
帰
省
者
が
多
く
、
感
染

が
広
ま
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

８
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
入
院
、
療

養
者
数
も
減
っ
て
き
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
問
題
は
大
き
な
変
革

期
が
来
て
い
る
と
考
え
る

が
、校
則
の
是
正
、道
徳
教
育
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

（
教
育
長
）

校
則
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
等
の
合
理
的
配
慮
の
下

の
各
学
校
の
ブ
ラ
ッ
ク
と
言
わ

れ
る
校
則
に
つ
い
て
は
、
是
正

す
る
よ
う
に
国
か
ら
も
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
委
員
会
と
し
て

も
注
視
し
、
是
正
が
必
要
な
校

則
に
つ
い
て
は
指
導
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
道
徳
教
育
に
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

第
７
波
の
感
染
状
況
と
対

策
を
問
う
。

（
町
長
）感

染
力
が
非
常
に
強
く
、

患
者
数
も
多
い
が
、
重

症
化
す
る
割
合
は
非
常
に
少
な

い
。

（
総
務
課
長
）

　

島
内
の
感
染
者
数
に
つ
い

て
、
４
月
が
83
名
、
５
月
が

８
８
８
名
、
６
月
が
６
５
１

名
、
７
月
が
１
１
５
４
名
、
８

月
が
２
２
９
８
名
で
、
８
月
に

い
て
は
、
小
学
校
・
中
学
校
そ

れ
ぞ
れ
教
科
化
さ
れ
て
お
り
、

35
時
間
の
授
業
を
実
施
し
な
が

ら
道
徳
心
を
育
て
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
、
以
前
よ
り
も
教
科

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
各
学
校

に
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

町
の
教
育
指
針
に
沿
っ
て
、

小
中
学
校
の
連
携
は
取
ら

れ
て
い
る
か
問
う
。

（
教
育
長
）

学
校
運
営
に
つ
い
て
は
学

校
長
の
責
任
の
下
で
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
生
徒
指
導
の

面
な
ど
学
校
だ
け
で
解
決
で
き

な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
行
政

や
関
係
団
体
と
連
携
を
取
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

闘
牛
文
化
と
教
育
環
境

へ
の
関
係
は
、
議
論
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、認
識
を
問
う
。

（
町
長
）闘

牛
文
化
に
は
光
と
影
の

部
分
が
あ
る
の
で
い
か
に

影
の
部
分
を
小
さ
く
し
て
い
け

る
か
、
闘
牛
協
会
、
関
係
者
、

旅
行
会
社
等
と
も
議
論
を
進
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
伊
仙
町

に
お
い
て
も
、
闘
牛
に
関
す
る

条
例
等
を
議
員
の
方
々
と
一
緒

に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
、
大
変
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

（
教
育
長
）

　

闘
牛
文
化
は
先
人
た
ち
が
残

し
て
く
れ
た
生
き
る
教
材
で
あ

り
、
負
の
部
分
も
指
摘
さ
れ
る

が
克
服
し
な
が
ら
、
先
人
た
ち

が
苦
し
く
て
も
明
日
へ
の
希
望

を
持
っ
て
困
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
。
あ
と
少
し
の
頑
張
り
を

終
わ
り
の
美
学
と
し
て
伝
え
て

い
き
た
い
。

小
規
模
校
に
つ
い
て
、老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
早
急
な

建
て
替
え
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、認
識
を
問
う
。

（
教
委
総
務
課
長
）

町
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
よ
り
、
学
校
施

設
は
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
診

断
結
果
は
基
準
を
満
た
し
て
い

る
が
、
効
率
的
な
維
持
管
理
、

修
繕
及
び
改
修
を
計
画
的
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

一
般
質
問

令
和
４
年　
第
３
回
定
例
会

問答

美島　盛秀 議員

答答

問

問答

闘牛のようす

喜念小学校

答

問問
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　　　　　　　　 役
場
新
庁
舎
建
築
工
事
に
つ

い
て

現
時
点
で
の
進
捗
状
況
と

完
成
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

（
総
務
課
長
）

８
月
末
の
時
点
で
17
％

の
進
捗
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
当
初
の
工
期
で
は
完
成

で
き
な
い
と
判
断
し
、
工
事

監
理
、
請
負
業
者
に
完
成
時
期

に
つ
い
て
精
査
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
今
年
10
月
頃
に
は
全
体

の
工
程
が
見
え
て
く
る
予
定
で

あ
る
。
併
せ
て
、
今
回
遅
延
に

至
っ
た
コ
ロ
ナ
で
の
人
夫
不
足

に
つ
い
て
も
協
議
し
て
お
り
、

確
認
で
き
次
第
議
会
に
報
告
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

工
期
が
年
度
を
跨
い
だ
場
合
で

も
、
当
事
業
に
お
い
て
は
、
継

続
予
算
で
あ
る
た
め
、
交
付
金

等
に
支
障
は
来
た
さ
な
い
こ
と

を
申
し
添
え
る
。

今
後
、
建
築
資
材
等
の
高

騰
に
よ
る
建
築
費
用
の
増

加
が
あ
り
う
る
の
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

工
事
契
約
条
項
に
お
い

て
、
発
注
者
ま
た
は
受

注
者
は
工
期
内
で
請
負
契
約
提

携
、
そ
の
日
か
ら
12
月
を
経
過

し
た
後
に
、
日
本
国
内
に
お
け

る
資
金
水
準
の
変
動
に
よ
り
請

負
代
金
額
が
不
適
当
と
な
っ
た

と
認
め
る
と
き
は
、
相
手
方
に

対
し
て
請
負
代
金
額
の
変
更
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
当
初

の
契
約
か
ら
12
月
を
超
え
る
契

約
工
期
の
こ
と
を
指
し
、
本
工

事
に
お
い
て
も
12
月
を
超
え
る

契
約
と
な
っ
て
お
り
、
資
材
高

騰
の
影
響
に
よ
り
単
価
の
変
動

が
あ
る
場
合
は
こ
れ
を
適
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
建
築
費

用
が
上
下
す
る
こ
と
は
あ
り
得

る
と
考
え
て
い
る
。

面
縄
港
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

当
該
港
を
整
備
す
る
に
あ

た
り
、町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
将
来
像
を
描
い
て
い
る
の
か
問

う
。

（
建
設
課
長
）

面
縄
港
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
、
現
段
階
で
は

事
業
化
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
段
階
で

あ
る
が
、
将
来
像
と
し
て
１
つ

目
に
、
面
縄
港
を
流
通
拠
点
と

し
、
ア
ク
セ
ス
の
有
利
性
、
面

縄
港
背
後
地
を
利
用
し
た
安
全

性
、
利
便
性
を
整
備
す
る
。
２

つ
目
に
、
食
料
自
給
率
の
向
上

を
目
標
と
し
、
食
料
や
物
資
を

安
全
に
保
管
で
き
る
倉
庫
を
整

備
し
、
災
害
や
気
象
状
況
の
変

更
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
施
設

を
整
備
す
る
。
３
つ
目
に
、
物

流
機
能
整
備
の
た
め
、
大
型
船

舶
で
も
寄
港
可
能
な
水
深
で
公

共
ふ
頭
を
整
備
す
る
。
４
つ
目

に
、
流
通
の
港
整
備
に
伴
い
、

港
湾
関
連
産
業
立
地
の
環
境
づ

く
り
を
行
い
、
本
港
の
周
辺
地

域
の
産
業
立
地
を
核
と
す
る
。

５
つ
目
に
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
の
島
と
し
て
、
奄
美
群
島
リ

ゾ
ー
ト
構
想
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拠
点
と
す
る
た
め
の
整
備
を

行
う
。
６
つ
目
に
、
住
民
に
親

し
ま
れ
る
湾
港
環
境
と
伊
仙
町

の
海
の
玄
関
港
と
し
て
の
良
好

な
環
境
を
創
出
す
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
、
面
縄
港
の
施
設
整

備
に
当
た
り
描
い
て
い
る
将
来

像
で
あ
る
。

答

問

問答

福留　達也 議員

建築工事がすすむ役場新庁舎

面縄港

答

問
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　　　　　　　　 ご
み
減
量
化
対
策
に
つ
い
て

生
ご
み
処
理
以
外
の
ご
み

減
量
化
対
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
問
う
。

（
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
長
）

現
在
、
資
源
化
さ
れ
て
い

る
品
目
の
分
別
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
近
は
、
ご
み
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
対
す
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
資

源
物
専
用
袋
に
資
源
物
以
外
の

混
入
も
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
回
せ
な
い
と
い
う
事
例
も
多

く
、
今
後
は
分
別
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
き
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

  

ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

品
目
以
外
に
で
も
資
源
と
し
て

活
用
で
き
る
も
の
は
な
い
か
、

広
域
連
合
と
協
議
を
進
め
て
、

資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と

で
、
ご
み
減
量
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

集
落
活
性
化
に
つ
い
て

各
集
落
の
公
民
館
等
は
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

町
と
し
て
の
対
策
、ま
た
、所
轄
す

る
担
当
各
課
で
の
管
理
状
況
把
握

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か

問
う
。

（
地
域
福
祉
課
長
）

地
域
福
祉
課
で
管
理
し
て

い
る
施
設
の
軽
微
な
修
繕

に
つ
い
て
は
、
課
の
ほ
う
で
対

応
を
行
い
修
繕
費
等
も
課
で
負

担
し
て
い
る
。
大
規
模
改
修
は

総
務
課
で
予
算
を
組
ん
で
行
っ

て
い
る
。

（
総
務
課
長
）

　

２
か
月
に
１
回
区
長
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、

各
集
落
の
区
長
よ
り
公
民
館
等

の
状
況
を
聞
き
取
り
、
修
繕
箇

所
が
あ
れ
ば
そ
の
担
当
課
で
そ

れ
を
把
握
し
対
応
を
行
う
。
大

規
模
改
修
に
至
っ
て
は
、
事
業

費
を
用
い
て
改
修
を
進
め
て
い

る
。

答 問

井上　和代 議員

改修工事が行われた下検福生活館

伊仙幼稚園

問答

幼
児
教
育
の
方
向
性
に
つ
い

て

町
と
し
て
幼
児
教
育
の
方

向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
問
う
。

（
教
育
長
）

幼
児
期
か
ら
児
童
期
に

向
け
て
、
連
続
性
を
共

通
認
識
と
し
て
持
ち
な
が
ら
、

生
徒
指
導
の
問
題
、
学
力
の
問

題
、
情
緒
教
育
な
ど
に
つ
い
て

幼
少
連
携
が
必
要
。
ま
た
、
幼

児
教
育
の
中
で
人
と
人
の
交
流

を
大
切
に
し
、
成
長
し
て
い
く

中
で
、
交
流
を
通
し
て
優
し
く

さ
れ
る
こ
と
が
人
を
許
し
あ
え

る
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

  

伊
仙
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

人
と
関
わ
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
る
幼
児
教
育
を
、
地
域
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
触
れ
合
っ

て
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
活
動
、
こ
れ
ら
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
た
い
。

答 問

日置市の家庭生ごみ回収容器
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●１件目に、伊仙町堆肥センター運営状況について、本年４月
より新たな指定管理者のもと運営されている状況ではあるが順
調に堆肥の製造、または農家へ供給されているようであった。
現在きゅらまち観光課で進めている生ゴミの堆肥化も今後同施
設を活用して行えないか。との質疑をし、説明では、前事業者
により搬入され、積み置き状態となったままの物品処理に苦慮
されているとのことであり、処理を終えるのにはまだまだ時間
を要するとの説明であったが、この件につきましては前事業者
及び現事業者と経済課の三者協議を行い、適切な対策を講じる
よう要望した。

●次に、有機物供給センターについて、現業務委託事業者が受
託された時点において、ほとんどの機械が使用不能状態であ
り、現在かくはんブロアーのみを使用し、活性汚泥化を図り製
造された液肥を散布しており、農家からの評判も良く、年々散
布要望も増加傾向にあるとの説明であった。しかし、同施設は
老朽化が著しく新設には多額の費用が見込まれることから、今
後いかに延命化しながら使用していくかが課題とのことであっ
た。昨今のSDGsや化学肥料の急激な高騰を鑑みると、今後の
本町の農業振興発展において非常に重要な施設であり、早急に
今後の方策を検討する必要があると思われる。

●次に、農業支援センター会議室において、学校給食の試食並
びに教育長、教育委員会総務課長、給食センター所長との意見
交換会を行った。当日の献立は、十五夜ということで「セルフ
豚みそおにぎりと沢煮椀」でありおいしく頂いた。給食センタ
ーの課題として、施設老朽化に伴い機械類の維持管理や修繕、
調理員の不足により人員確保に苦慮されているとのことであっ
た。また、アレルギー対策に関しては学校、給食センター栄養
士、保護者との協議を重ね、９月中旬頃より、ひと月に数日の
弁当対応を除き、しっかりとした対応が取れるとの説明であっ
た。令和４年度から給食費無償化となったことに関し、早急に
アンケート調査を実施し、効果検証を行うよう要望した。

●次に、伊仙町歴史民俗資料館において、令和２年度より明許
繰越となっている「映像産業を軸とした観光・産業振興と地域
ブランディング事業」について説明を受けた。当該事業は、歴
民館が所蔵する資料のデジタル化、町内にある文化財や海底遺
跡等の映像制作、歴史民俗資料館ホームページを作成しデータ
ベースで閲覧が可能となることで、町外・島外からでも映像を
通じて伊仙町の歴史を学ぶことができるとの説明であった。実
際に見せて頂いた映像は、私たち委員も大変勉強となるもので
あり、現在はYOUTUBEの伊仙チャンネルでしか閲覧できない
とのことであったが、ぜひ町ホームページからも閲覧できるよ
うに対応していただきたい。また、アクセスカウンターを付け
て視聴数を把握することにより、ニーズに沿った住民サービス
の提供が可能になることから、併せて対応を要望した。

　去る、９月７日の本会議において、当初予算審査特別委員会が設置され、「令和３年度伊仙町一般会計
他５特別会計歳入歳出決算審査特別委員会」を付託し、９月９日から13日までの５日間審議いたしまし
た。そのなかで、９月９日に、委員並びに議長を含む14名と事務局職員２名、執行部からは大久保町長が
同行し、現地調査を行いましたので主な項目について報告いたします。

堆肥センター

有機物供給センター

学校給食

歴史民俗資料館

令和３年度伊仙町一般会計予算他５特別会計予算審査特別委員会
（一部抜粋※委員長報告につきましては、町ホームページ「会議録」をご確認下さい。）

令和4年第3回伊仙町議会定例会において

町議会HP



練習での工夫していることや苦労等は
ありますか？

　特に、サーブ・レシーブを重点に練習しています。
　また、コロナ禍で練習試合等に制限があったので、中
高生のOBに参加してもらい試合形式の練習をしています。

町からの補助金についてどのように思われますか？

　1番にのしかかってくる大きな問題が大会出場にかかる交通費や宿泊費等の大きな負担な
のですが、補助金を出して頂ける事で負担が軽くなるのは大変有難い事だと思います。

行政に対し要望はありますか？

①県大会に関してはフェリーでの往復は時間や日数等がかかり飛行機での往復移動が好まし
　いと思うのですが…補助金は船での交通費しかでないとのこと。フェリー、飛行機どちら
　にせよ引率、サポートする保護者の負担も大きいので(小学生は低学年もいるので保護者の
　引率、サポートは必須)補助金の増額の検討をお願いしたいです。
　頑張る、頑張ってる子どもたちの為に手厚い対応を検討して頂けたらと思います。
②島外への大会出場に伴う宿泊先のピックアップ等有難いですがもっと中身を充実させてほ
　しい。例えば、送迎可能なのか、マイクロバスはついているのか、空港や港から宿泊先ま
　での距離・時間等
　クーラーボックス・キーパー等の貸し出しは可能かなど。
　離島だからお金がかかるからとの理由で諦めさせたくありません。未来ある子供達の挑戦
は私達の夢でもあり希望でもあります。どうか御検討のほどよろしくお願い致します。

議 会 だ よ り  い せ ん （ 7 ）

インタビュアー　永田　誠議員
祝！喜念ブルースバレー部県大会出場！！
　今回は、男女混合の部で郡大会を優勝し県大
会出場を決めた、喜念ブルースバレー部にお話
しを伺って参りました。
●部の紹介
喜念ブルースは部員数小学校１年生から６年生まで計11名(全校児童20名)の小規模校ながらOBも加
わり6年生4名を中心に厳しい練習もありますが時には楽しく笑いありのアットホームな雰囲気のあ
るチームです。
西日本大会出場という大きな夢を掴みとったもののコロナの影響で中止…。悔しい気持ちをバネに常
に上を目指して日々の練習に励んでいます。
身体の大きさは負けても繋ぐぞ！！勝つぞ！！という粘り強く最後まで諦めない気持ちで頑張ってい
ます。

あなたの声が地域を変える

声町民の
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議 会 だ よ り  い せ ん （ 8 ）

議会の動き

編
集
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会
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報
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集
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会

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
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で
す
。
月
日
の

流
れ
は
早
い
も
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で
今
年
も
師
走
を
迎
え
、
令
和
４
年
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
が
広
報
編
集
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員
と
な
り
、
初
め
て

の
編
集
後
記
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
4
年
2
月
に
議
会
構
成
が
変
わ
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
本
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励
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頂
き
ま
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こ
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改
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す
。

　

先
日
空
港
で
あ
る
親
子
に
遭
遇
し
、
高
額
医
療
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
持
病
を
持
っ
て
い
る

乳
幼
児
の
為
に
毎
月
一
回
鹿
児
島
本
土
の
病
院
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で
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な
け
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な
い
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の
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で
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ま
し
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も
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仕
事
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け
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ら
な
い
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と
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打
た
れ
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も
の
が
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ま
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た
。

　

伊
仙
町
は
長
寿
・
子
宝
の
町
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
る

中
で
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い

生
活
が
送
れ
る
よ
う
考
え
な
が
ら
今
後
の
議
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
油
断

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
自
粛
生
活
か
ら
の
３
年
ぶ
り
の
ほ

ー
ら
い
祭
開
催
！
伊
仙
町
に
元
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
手
を

引
き
な
が
ら
道
を
歩
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
親
子
の
後
ろ
姿
を
目

に
し
、
心
温
か
い
思
い
が
久
々
に
蘇
り
ま
し
た
。
そ
の
明
る
い

笑
顔
が
来
年
町
政
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行
６
０
周
年
を
照
ら
す
道
し
る
べ
に
も
思

え
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ま
た
日
頃
よ
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
役
場
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
致
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。
来
年
も
伊
仙
町
議
会
に
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し
ま
し
て
た
く
さ
ん
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
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し
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す
。

　

詩
人
の
相
田
み
つ
を
さ
ん
は
、
正
月
の
正
と
い
う
字
は
、

「
一
に
止
ま
る
」
と
説
い
て
お
り
ま
す
。
原
点
に
戻
り
、
気
持

ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
お
正
月
を
皆
さ
ま
が
ご
健
康
と

ご
多
幸
に
満
ち
溢
れ
お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責　

永
田  　

誠
）

令和４年第３回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
　　動静期間：令和４年第２回定例会（６月９日）以降の分　

委
員
長
　
牧
本
　
和
英

副
委
員
長
　
杉
山
　
　
肇

委
　
　
員
　
美
島
　
盛
秀

委
　
　
員
　
永
田
　
　
誠

委
　
　
員
　
久
保
　
　
量

月 日 行　事　名 場　所

令
和
４
年

６
月 ９日 町制施行６０周年記念事業運営委員会	

農業支援
センター

令
和
４
年

７
月

15日 令和４年第４回臨時会 議　場

19日 徳之島教育コンソーシアムの設立に係る説明会 徳之島高校

21日 徳之島三カ町議会議員連絡協議会役員会 徳之島町

26日 奄美群島さとうきび価格対策協議会総会 奄　美

令
和
４
年

８
月 ３日 夏植出発式 役　場

日 行　事　名 場　所

令
和
４
年
８
月

８日
"未来技術社会実装事業に関する
基本協定書調印式
DISCOVER	TOKUNOSHIMA"

東　京

17日 令和４年度第１回徳之島地域公共交通活性化協議会 天城町

18日 議会全員協議会 委員会室

22日 面縄港施設整備に係る中央要望活動 東　京

令
和
４
年

９
月

２日 議会運営委員会 委員会室

６日 令和４年第３回定例会開会 議　場

※	掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

最後に、県大会に向けての目標・意気込みを
聞かせてください。

作岡キャプテン：
　前回の県大会では３位だったので、次は優勝を目指して
がんばります！皆さまの応援よろしくお願いします！
永田議員：
　活き活きと元気いっぱいに活動されて
いました。その中でも真剣な表情が印象
的でした。
　令和４年12月18日から霧島市横川町体
育館で開催される「令和4年度第50回鹿
児島県スポーツ少年団競技別交歓大会バ
レーボール競技（混合）」に出場される
喜念ブルースバレーボール部の活躍をお
祈りいたします。
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